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『釜石出身の方々の生活と
意識に関するアンケート』
と『釜石市民の住民意識に
関する調査』について

永井暁子（日本女子大学人間社会学部)

希望学プロジェクト特別寄稿 アンケート調査にみる釜石の希望（第１回）

目
は
、
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
の
仕
事
や

家
族
形
成
、
生
活
意
識
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
の
関
わ
り
、
地
域
移
動
で
あ
る
。

一
方
、『
釜
石
市
民
の
住
民
意
識
に
関

す
る
調
査
』（
以
下
、
市
民
意
識
調
査
）
は
、

住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
選
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
釜
石
市
に
お
住
ま
い
の

歳
２０

以
上

歳
以
下
の
方
々
で
あ
る
。
二
〇
〇

７５

八
年
一
月
か
ら
三
月
に
同
じ
く
郵
送
配
票

回
収
法
に
よ
っ
て
行
な
っ
た
。
四
、〇
〇

〇
人
に
発
送
し
、
一
、四
八
五
人
（
有
効
回

収
数
）
の
方
か
ら
ご
返
送
い
た
だ
い
た
。

有
効
回
収
率

・
１
％
と
、
こ
ち
ら
も
郵

３７

送
法
と
し
て
は
と
て
も
高
い
回
収
率
で
あ

る
。
市
民
意
識
調
査
の
主
な
調
査
項
目
は
、

釜
石
で
の
仕
事
や
家
族
形
成
、
生
活
意
識
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
関
わ
り
、
地

域
移
動
で
あ
る
。

同
窓
会
調
査
の
回
答
者
の
方
々
の
年
齢

構
成
は
、

～

歳
６
％
、

～

歳

２９

３４

３５

４９

２７

％
、

～

歳

％
、

歳
以
上

％
、

５０

６４

５１

６５

１６

こ
の

月
号
か
ら
６
回
に
わ
た
り
釜
石

１０

出
身
の
方
々
と
釜
石
に
お
住
ま
い
の
方
々

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
二
つ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い

く
。
ま
ず
は
、
今
号
で
こ
の
二
つ
の
調
査

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

釜
石
出
身
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
『
釜
石
出
身
の
方
々
の
生
活
と
意
識
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
』（
以
下
、
同
窓
会
調

査
）
は
、
釜
石
南
高
校
・
釜
石
北
高
校
・

釜
石
商
業
高
校
・
釜
石
工
業
高
校
の
一
九

五
六
年
三
月
卒
～
一
九
九
五
年
三
月
卒
の

卒
業
生
の
う
ち
、
任
意
の

年
分
の
全
卒

１６

業
生
（
名
簿
上
に
お
名
前
が
あ
る
方
）
九
、

二
四
一
人
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
は
二
〇
〇
七
年
一
月
か
ら
三
月
に

「
郵
送
配
票
回
収
法
」と
い
う
方
法
で
行
い
、

二
、四
八
九
人
（
有
効
回
収
数
）
の
方
か
ら

ご
返
送
い
た
だ
い
た
。
有
効
回
収
率

・
２６

９
％
で
あ
り
、
同
種
の
調
査
と
比
較
し
て

も
高
い
回
収
率
で
あ
っ
た
。
主
な
調
査
項

二
つ
の
調
査
の
特
徴

調
査
の
概
要
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皆
様
の
ご
協
力
に
、
あ
ら
た
め
て
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

今
号
で
は
、
こ
の
調
査
の
特
徴
で
も
あ

る
地
域
移
動
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。
実

際
に
は
複
雑
な
移
動
経
路
を
た
ど
っ
て
い

る
が
、「
ず
っ
と
釜
石
」「
U
タ
ー
ン
」「
転

入
」「
現
在
釜
石
外
」
と
単
純
に
パ
タ
ー
ン

化
し
て
説
明
し
て
い
こ
う
。
同
窓
会
調
査

を
み
て
み
る
と
、
高
校
卒
業
後
に
地
元
自

治
体
か
ら
引
っ
越
し
た
こ
と
が
な
い

「
ず
っ
と
釜
石
」

％
、
卒
業
後
釜
石
か
ら

１４

一
度
は
他
の
自
治
体
に
転
出
し
た
が
現
在

は
戻
っ
て
来
て
い
る
「
U
タ
ー
ン
」

％
、

１９

卒
業
後
の
ど
こ
か
の
時
点
で
釜
石
を
離
れ

行
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ

た
調
査
研
究
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
二
つ

の
調
査
は
と
て
も
貴
重
な
調
査
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
こ
の
二

つ
の
調
査
を
ほ
ぼ
同
時
に
実
施
で
き
た
こ

と
で
あ
る
。
一
つ
の
地
域
で
全
て
の
高
校

の
同
窓
会
を
対
象
に
し
た
こ
と
も
前
例
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
、
そ
の
地
域
で
時

期
を
経
ず
に
市
民
に
対
す
る
調
査
を
行
っ

た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
研
究
で

は
、
私
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
ほ
か
に
な
い
。

調
査
と
い
う
の
は
、
調
査
を
す
る
側
が
や

る
気
が
あ
っ
て
も
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

受
け
入
れ
て
く
れ
る
環
境
な
く
し
て
は
、

調
査
は
実
施
で
き
な
い
の
だ
。

釜
石
市
の
皆
様
、
各
高
校
の
同
窓
会
の

不
詳
０
％
で
あ
る
。
市
民
意
識
調
査
で
は
、

～

歳

％
、

～

歳

％
、

～

２０

３４

１９

３５

４９

１６

５０

歳

％
、

歳
以
上

％
、
不
詳
１
％

６４

２９

６５

３５

で
あ
る
。
市
民
意
識
調
査
で
は
同
窓
会
調

査
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
転
入
し

た
人
、

歳
代
の
人
、

歳
以
上
の
人
も

２０

６５

対
象
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
二
つ
の
調
査
の
特
徴
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。
こ
れ
ま
で
、
同
窓
会
の
メ
ン

バ
ー
を
対
象
と
し
た
同
窓
会
調
査
、
卒
業

者
を
対
象
と
し
た
卒
業
者
調
査
と
い
う
の

は
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
研
究
や
若
者
の
教
育

と
職
業
の
研
究
な
ど
の
関
心
の
も
と
に
、

ま
た
、
地
域
移
動
の
研
究
と
い
う
の
は
、

U
タ
ー
ン
、
I
タ
ー
ン
な
ど
の
動
向
を
踏

ま
え
た
地
域
研
究
な
ど
の
関
心
の
も
と
に
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調
査
か
ら
見
え
る
こ
と

た
ま
ま
の
「
現
在
釜
石
外
」
が

％
で
あ

６２

る
。
転
出
し
て
い
っ
た
人
が
約
６
割
を
占

め
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
男
女
に
よ
る
違

い
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い（
図
1
）。
市
民

意
識
調
査
で
は
、
中
学
卒
業
後
に
釜
石
市

か
ら
引
っ
越
し
た
こ
と
が
な
い
「
ず
っ
と

釜
石
」
が

％
、「
U
タ
ー
ン
」

％
、
中

３１

３７

学
卒
業
時
に
は
釜
石
市
以
外
に
住
ん
で
い

た
「
転
入
」
が

％
で
あ
る
。
男
女
に
よ

２６

る
違
い
は
、「
U
タ
ー
ン
」
と
「
転
入
」
の

割
合
の
違
い
に
あ
る
。
現
在
釜
石
に
お
住

み
の
方
の
う
ち
、
男
性
の
約
４
割
が
「
U

タ
ー
ン
」、
女
性
の
約
３
割
が
「
転
入
」
で

あ
る
。「
U
タ
ー
ン
」組
の
男
性
が
女
性
を

結
婚
し
て
釜
石
に
連
れ
て
き
た
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

年
齢
別
に
同
窓
会
調
査
を
み
て
み
る
と
、

若
い
人
ほ
ど
「
ず
っ
と
釜
石
」
が
減
っ
て

い
る
（
図
２
）。
し
か
し
、
転
出
し
て
釜
石

外
で
生
活
を
続
け
る
の
で
は
な
く
、「
U

タ
ー
ン
」
組
と
な
っ
て
い
る
。
市
民
意
識

調
査
で
み
る
と
、
そ
の
傾
向
は
明
確
に
あ

ら
わ
れ
て
い
て
、

歳
以
下
の
人
た
ち
の

６４

間
で
「
ず
っ
と
釜
石
」
が
減
り
「
U
タ
ー

ン
」
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
は
、
高
学
歴
化
や
産
業
構
造
の
転
換

な
ど
と
関
連
を
し
て
い
る
。

月
号
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
多
様
な

１１
テ
ー
マ
で
具
体
的
な
調
査
結
果
を
掲
載
す

る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
。
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